
正
法
眼
蔵

に
お
け
る
生
死
観

道
元
の
生
と
死

吉

田

道

興

愛
知
学
院
大
学

は

じ

め

に

小
論
は
、
道
元
の
諸
種
の

生
死
観

に
関
す
る
思
索
過
程
を
時
系
列
的
に
整
理
で
き
な
い
も
の
か
、
と
い
う
発
想
か
ら
生
じ
た
些
細

な
試
論
で
あ
る
。
ま
ず

出
家

の
動
機
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
実
母
の

死

に
よ
る

観
無
常
心

か
ら
、
祖
師
の
言

生
死
去

来
、
真
実
人
体

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

の
展
開
、
さ
ら
に
独
自
の
言

有
時
（
有
は
み
な
時
）

生
死
は
仏
道
の
行
履
、
仏
家

の
調
度

等
を
経
て
、
京
高
辻
の
覚
念
邸
に
お
け
る

遺

に
い
た
る
ま
で
の
過
程
を
概
説
的
に
辿
っ
て
み
た
い
。

テ
キ
ス
ト
の

正
法
眼
蔵

（
以
下

眼
蔵

）
や

宝
慶
記

学
道
用
心
記

正
法
眼
蔵
隨
聞
記

（
以
下

随
聞
記

）
等
は
、
春
秋

社
刊
の

道
元
禅
師
全
集

（
以
下
、

全
集

）
を
使
用
、

永
平
広
録

は
す
べ
て
割
愛
す
る
。

ま
た
道
元
の
説
示
が
判
明
す
る
範
囲
で
、
以
下
、
そ
の
書
名
・
巻
目
名
・
年
月
日
を
末
尾
に
添
え
て
お
く
。
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一

観
無
常
心
（＝

発
菩
提
心
）

道
元
の
出
家
は
、
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）、
母
の

死

が
契
機
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
（

伝
光
録

第
五
十
一
祖
永
平
元
和
尚
・

建

記
〔
明
州
本
〕

承
元
元
年
条
等
）。
実
母
の

死

は
、
幼
少
期
の
道
元
に
と
っ
て
相
当
深
刻
な
喪
失
感
と
悲
哀
を
味
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

後
年
（
帰
朝
後
）、
道
元
自
身
は
、

宝
慶
記

（〔
宝
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
頃
成
立
〕

全
集

５
｜
15
）
冒
頭
（
原
、
漢
文
）
と

随
聞
記

巻
五

（
懐

編
〔
嘉
禎
年
間
（
一
二
三
五
〜
三
八
）。
長
円
寺
本
、

全
集

７
｜

）
に
は
、
幼
少
期
に

無
常

に
よ
り
道
心
を
発
し
た

旨
、
感
慨
を
込
め
述
懐
し
て
い
る
。

学
道
用
心
集

可
発
菩
提
心
事

中
の

誠
に
そ
れ
無
常
を
観
ず
る
時
、
吾
我
の
心
生
せ
ず
、
名

利
の
念
起
こ
ら
ず
、
時
光
の
太
だ
速
や
か
な
る
こ
と
を
恐
怖
す
、
所
以
に
行
道
は
頭
燃
を
救
う

（〔
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
前
後
〕

学

道
用
心
集

可
発
菩
提
心
事
（
原
、
漢
文
）、

全
集

５
｜
15
）
お
よ
び
龍
樹
の
語
（

大
智
度
論

巻
十
九
）

観
無
常
心

を

発
菩
提
心

（
道
心
）
そ
の
も
の
と
し
、
吾
我
名
利
を
離
れ
る
に
は
、
そ
れ
が
仏
道
修
行
上
、
第
一
の
用
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

道
元
は
入
越
後
、

眼
蔵

発
菩
提
心
（
発
無
上
心
）
を
著
わ
し
、

生
死
を
拈
来
し
て
発
心
す
る
、
こ
れ
一
向
求
菩
提
な
り

（〔
寛
元

二
年
（
一
二
四
四
）
二
月
十
四
日
、
示
衆
〕。

眼
蔵

発
菩
提
心
（
六
十
巻
本

発
無
上
心

）、

全
集

２
｜

）、

流
転
生
死
す
る
身
心
を
も

て
、
た
ち
ま
ち
に
自
未
得
度
他
の
菩
提
心
を
お
こ
す
べ
き
な
り

（
同
右
２
｜

〜
７
）
と
述
べ
、
発
心
を
利
他
行
へ
向
け
る
べ
き
で
あ
る

と
一
層
そ
の
意
義
を
深
め
て
い
く
。
こ
の

無
常

話
と
関
連
す
る
の
が
、
次
項
の

五
蘊
仮
和
合

で
あ
る
。
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二

五
蘊
仮
和
合

の
身
心

人
間
は
、
父
母
の
二
滴
よ
り
誕
生
し
、

五
蘊
仮
和
合

に
し
て
刹
那
生
滅
、
時
に
病
に
罹
っ
た
り
し
て
、
い
つ
か
は
泥
土
と
な
る
は

か
な
い
身
で
あ
る
（

随
聞
記
巻
五

、

全
集

７
｜

）
と
い
う
。
刹
那
生
滅
（
無
常
）
の
道
理
に
よ
り
衆
生
（
人
間
）
は
善
悪
の
業
を
生

じ
、
ま
た
発
心
・
得
道
す
る
の
で
あ
る
（〔
年
月
日
不
明
、

眼
蔵

出
家
功
徳
（
建
長
七
年
夏
安
居
日
、
懐

書
写
）、

全
集

２
｜

〕）。

生
に
あ
り
な
が
ら
生
に
留
め
ら
れ
ず
、
死
に
あ
り
な
が
ら
死
に
礙
え
ら
れ
な
い
、
い
た
づ
ら
に
生
を
愛
さ
ず
、
み
だ
り
に
死
を
恐
れ
な

い
。
そ
う
し
た
境
地
の
人
が
、
す
で
に

仏
性

の
処
在
で
あ
り
、
同
時
に

浄
妙
国
土

（
仏
土
・
仏
身
）
で
あ
る
（〔
仁
治
二
年
（
一
二

四
一
）
十
月
十
四
日
、
示
衆
〕

眼
蔵

仏
性
、

全
集

１
｜
36
）、
と
す
る
。

仏
教
の
基
本
的

え
は
、

身
心
一
如
（
体
と
心
は
別
も
の
で
は
な
い
）
（〔
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
仲
秋
日
、
示
衆
〕

辨
道
話

、

全
集

２
｜

）
で
あ
り
、
死
後
の
霊
魂
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

生
死

は
除
外
す
べ
き
も
の
と

え
る
の
は
仏
法
を
厭

う
罪
と
な
る
。
そ
の
意
味
で

生
死

を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
元
も
と

生
死

は
仏
法
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
前
掲

眼
蔵

出
家
功
徳
）。
さ
ら
に

観
心
無
常
（＝
観
無
常
心
）

に
つ
い
て
、
六
祖
慧
能
は

無
常

の
現
象
（
生
死
）
が

仏
性

そ
の
も
の
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

え
ら
れ
る
無
常
は
す
べ
て
仏
性
と
な
る
わ
け
で
あ
り
（〔
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
二
月

二
十
四
日
、
示
衆
〕

眼
蔵

菩
提
分
法
、

全
集

２
｜

）、
草
木
叢
林
・
人
物
身
心
・
国
土
山
河
・
阿

多
羅
三

菩
提
・
大
般
涅
槃
な

ど
も
仏
性
で
あ
る
と
と
も
に
無
常
で
あ
る
（

眼
蔵

仏
性
、

全
集

１
｜
25
）
と
示
し
て
い
る
。
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三

生
の
死
と
な
る
と
い
は
ず

（
現
成
公
案
の
主
旨
）

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
仏
法
に
か
な
っ
て
い
る
場
合
（
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
）、
迷
悟
が
あ
り
、
生
死
が
あ
り
、
生
仏
（
衆
生
と
諸
仏
）
が

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
わ
れ
に
関
わ
っ
て
い
な
い
場
合
（
万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
）、
迷
悟
も
な
く
、
生
仏
も
な
く
、
生
死

も
な
い
。
一
方
、
大
自
然
の
草
花
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
、
諸
法
（＝

万
法
）
と
仏
法
、
お
よ
び
わ
れ
（
人

間
）
と
の
三
者
が
ど
う
密
接
に
関
わ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
迷
悟
・
生
仏
・
生
死
の
有
無
や
そ
の
あ
り
よ
う
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
（〔
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
仲
秋
の
頃
〕

眼
蔵

現
成
公
案
、

全
集

１
｜
２
）。

次
に
生
と
死
に
つ
い
て
、
た
き
木
と
灰
の
関
係
を
た
と
え
に
し
て
、
た
き
木
が
灰
と
な
っ
た
後
、
た
き
木
と
な
ら
な
い
よ
う
に
人
が
死

ん
だ
後
、
生
と
は
な
ら
な
い
（
不
可
逆
性
）。
薪
と
灰
に
前
後
は
あ
る
が
、
前
後
際
断
（
非
連
続
性
）
し
て
い
る
。
灰
は
灰
の

法
位

に

あ
っ
て
、
さ
き
が
あ
り
、
の
ち
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
仏
法
で
は
、
生
が
死
と
な
る
と
は
い
わ
な
い
。
そ
れ
を

不
生

と
い
う
。
ま
た
死

が
生
と
な
る
と
も
い
わ
な
い
。
そ
れ
を

不
滅

と
い
う
。
そ
れ
は
生
も
一
時
の
位
、
死
も
一
時
の
位
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
位
だ

と
す
る
。
た
と
え
て
い
え
ば
、
冬
と
春
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
冬
が
春
に
な
る
と
も
思
わ
ず
、
ま
た
春
が
夏
と
な
る
と
言
わ
な
い
（
非

連
続
性
）
の
と
同
じ
で
あ
る
（
同
右
）
と
い
う
。

さ
ら
に
生
と
死
に
お
け
る

仏
性

の
有
無
に
つ
い
て

仏
性

は
生
の
時
だ
け
に
あ
り
、
死
の
時
に
な
く
な
る
と
思
う
の
は
、
薄
っ

ぺ
ら
な
理
解
力
で
あ
る
。
生
の
時
も

有
仏
性

無
仏
性

、
死
の
時
も

有
仏
性

無
仏
性

で
あ
り
、
そ
れ
は
風
火
の
具
合
（
散

と
か
未
散
）
に
よ
っ
て
も

仏
性

は
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も

有
仏
性

無
仏
性

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

仏
性

の
動
・
不
動
（
活

動
）
に
よ
っ
て
在
・
不
在
し
、
識
・
不
識
（
認
識
）
に
よ
っ
て
神
・
不
神
（
霊
性
の
有
無
）、
知
・
不
知
（
判
断
）
に
よ
っ
て
性
・
不
性
（
有
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仏
性
・
無
仏
性
）
と
誤
っ
て

え
る
の
は
仏
教
以
外
（
外
道
）
の

え
で
あ
る
（〔
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
十
月
十
四
日
、
示
衆
〕

眼
蔵

仏
性
、

全
集

１
｜
43
）、
と
す
る
。

四

有
は
み
な
時

眼
蔵

中
、
難
解
な
も
の
の
一
つ
が

有
時

巻
で
あ
る
。
以
下
、
部
分
的
に
意
訳
し
て
み
よ
う
。

有
時

と
い
う
、
そ
の
有
（
存
在
）
は
、
す
で
に
時
（
時
間
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
有
は
す
べ
て
時
な
の
で
あ
り
、
別
も
の
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
仏
身
（
丈
六
金
身
）
と
不
動
明
王
（
三
頭
八
臂
）
も
同
様
に
時
で
あ
り
、
仏
身
に
荘
厳
光
明
が
あ
る
。
さ
ら
に
十
二
時
（
十

二
支
）
に
つ
い
て
も
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

そ
の

有
時

に
経
歴
（
経
過
）
の
功
徳
（
は
た
ら
き
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
今
日
か
ら
明
日
へ
経
過
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
日

か
ら
昨
日
に
、
昨
日
か
ら
今
日
へ
、
今
日
か
ら
今
日
へ
、
明
日
か
ら
明
日
に
縦
横
無
尽
に
経
過
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
時
の
も
つ
は
た

ら
き
で
あ
る
（〔
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
開
冬
日
書
〕

眼
蔵

有
時
、

全
集

１
｜

〜
２
）。
十
二
時
（
十
二
支
）
の
叙
述
部
分
は
全
面

的
に
割
愛
す
る
。

一
般
的
に

時

は
ひ
た
す
ら
過
ぎ
去
る
と
の
み

え
が
ち
で
、
ま
だ
来
て
い
な
い
（
未
到
）
時
は
理
解
し
な
い
。
そ
の
理
解
も

時

で
は
あ
る
が
、
他
（
縁
）
に
引
か
れ
、
時
が
至
る
を
ま
っ
て
理
解
で
き
る
由
縁
（
手
が
か
り
）
も
な
い
。
時
は
去
来
（
経
過
）
す
る

と
の
み
認
識
し
、
そ
こ
に
あ
る

有
時
（
存
在
と
時
間
の
あ
り
方
）

と
徹
底
し
て
知
る
人
間
は
い
な
い
。
ま
し
て
彼
ら
（
凡
夫
）
は
、
こ

の
道
理
を
透
徹
し
解
脱
の
境
地
に
達
す
る

時

が
あ
ろ
う
か
、
到
底
あ
り
え
な
い
（
同
右
）。

有
時

巻
は
究
極
的
に

尽
時

を

尽
有

と

究
尽

（
い
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
時
間
を
ど
こ
で
も
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
し
て
全
生
命
を
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究
め
尽
く
す
こ
と
）
を
説
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五

生
死
去
来
、
真
実
人
体

尽
十
方
界
、
真
実
人
体

身
心
学
道

巻
は
、

生
死

と

全
機

の
二
巻
に
な
ら
ん
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
巻
で
は
、
ま
ず
生
と
死
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。
凡
夫
は
生
の
時
に
何
か
一
点
が
増
す
の
か
ど
う
か
、
死
に
際
し
何
か
一
塵
（
一
物
）
が
去
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
見
解

を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
生
死
の
見
解
の
根
拠
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
な
の
か
。
今
ま
で
は
、
そ
れ
を
心
の
一
念
（
あ
の
刹
那
）
の

山
河
大
地
と
か
二
念
（
こ
の
刹
那
）
の
山
河
大
地
な
ど
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
山
河
大
地
は
、
有
無
、
大
小
、
得
不
得
、
識
不

識
、
通
不
通
で
は
な
い
し
、
悟
不
悟
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
学
道
す
る
こ
と
が

心
学
道

と
決
定
し
、
信
受

す
べ
き
で
あ
る
（〔
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
重
陽
日
、
示
衆
〕

眼
蔵

身
心
学
道
、

全
集

１
｜
47
）、
と
い
う
。

こ
の

心
学
道

の
説
示
を
理
解
す
る
一
助
に
な
る
の
が

眼
蔵

三
界
唯
心

の
文
節
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
身
心
の

五
蘊
仮

和
合

を
前
提
に
、
万
法
一
如
の
立
場
よ
り
身
や
心
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
ま
れ
か
た

四
生
（
胎
・
卵
・
湿
・
化
）

に
触
れ
、

そ
れ
ら
の
も
の
の
形
や
色
や
現
象
と
同
様
に
、
生
死
去
来
す
る
年
月
日
時
・
夢
幻
空
華
・
水
沫
泡
焰
・
春
花
秋
月
・
造
次
顚

（
次
か
ら

次
に
移
り
変
わ
り
う
ろ
た
え
る
）
も

心

と
し
、
む
や
み
に
破
毀
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
理
由
か
ら
諸
法
実
相
は
心
で
あ
り
、
唯

仏
も
心
で
あ
る
（〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
七
月
初
一
日
、
示
衆
〕

眼
蔵

三
界
唯
心
、

全
集

１
｜
46
）
と
す
る
。
分
別
取
捨
を
超
え
、

山
河
大
地
（
諸
法
）
を
ま
る
ご
と
信
受
す
る
と
い
う
論
理
に
重
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
鍵
詞
と
な
る

生
死
去
来
、
真
実
人
体

が
示
さ
れ
る
。
凡
夫
に
と
っ
て
迷
惑
す
る

生
死
流
転

こ
そ
が

大
聖
の
所
脱
（
解

脱
し
仏
陀
と
な
る
と
こ
ろ
）

で
あ
る
。
生
死
は

超
凡
越
聖
（
凡
聖
を
超
越
す
る
こ
と
）

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

真
実
体

（
生
死
去
来
真
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実
人
体
）
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に
種
々
あ
る
が
、
仏
法
を
究
め
尽
く
す
上
で
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
生
を
す
て
ず
現

に
死
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
死
を
す
て
ず
既
に
生
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
は
死
を
礙
（
さ
ま
た
げ
）
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
死

は
生
を
礙
げ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

生
死

の
あ
り
よ
う
（
真
相
）
は
、
凡
夫
の
容
易
に
知
り
う
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
（
同
右
１
｜
51
）、
と
い
う
。

さ
ら
に
同
じ
く
鍵
詞
と
な
る

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

が
示
さ
れ
る
（
同
右
１
｜
52
）。
こ
の
語
句
は
、
宋
代
臨
済
宗
楊
岐
派
禅

僧

悟
克
勤
（
一
〇
六
三
〜
一
一
三
五
）
の
著

悟
仏
果
禅
師
語
録

巻
十
七
の

拈
古
五
十
一
則

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
語
句
と
集
約
し
た
語
句

全
機

の
意
味
と
用
法
は
、

七
、
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

の
箇
所
に
お
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
。

次
に

去
来

（
時
間
・
流
転
）
に
つ
い
て
学
ぶ
と
、
去
に

生
死

が
あ
り
、
来
に

生
死

が
あ
る
。
ま
た
生
に

去
来

、
死
に

去
来

が
あ
る
。
去
と
来
、
ま
た
生
と
死
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
し
、
か
つ
別
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
去
来
は
、
こ
の
宇
宙
（
尽
十
方

界
）
を
自
由
に
飛
び
去
り
飛
び
来
た
り
、
一
進
し
一
退
し
て
い
る
。
さ
ら
に
生
を
頭
と
し
た
り
死
を
尾
と
し
た
り
す
る
。
宇
宙
の
真
実
の

体
は
、
自
在
に
翻
っ
た
り
回
っ
た
り
し
て
動
い
て
い
る
（
同
右
）。

生
死
去
来
、
真
実
人
体

の
語
句
は
、
眼
蔵

の

身
心
学
道

（

全
集

１
｜
49
）・

諸
法
実
相

（

全
集

１
｜

〜
５
）・

憂
曇

華

（

全
書

２
｜

）
等
の
各
巻
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

涅
槃
生
死
是
空
華

（
典
拠
不
明
）
に
つ
い
て
、
涅
槃
を
阿

多
羅

三

三
菩
提
、
生
死
を
真
実
人
体
と
そ
れ
ぞ
れ
に
配
し
つ
つ
、
そ
れ
が
と
も
に
空
華
と
す
る
。

こ
こ
で
示
す
空
華
の
意
味
は
、
そ
の
根
茎
・
枝
葉
・
花
菓
・
光
色
の
自
然
界
の
事
実
（
諸
法
）
が
華
開
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
が
生

死
・
涅
槃
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
が
と
も
に
真
実
（
実
相
）
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
道
元
は
、

悟
の
語

生
死
去
来
、
真
実
人
体

を

長
沙
景

の
語

尽
十
方
界
、
真
実
人
体
。
尽
十
方
界
、
自
己
光
明
裏

（

景
徳
伝
燈
録

巻
十
、
景

章
の
主
意
）
と
結
び
つ
け
て
展
開
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し
、
お
な
じ
く
宇
宙
の
あ
り
よ
う
（
生
死
去
来
・
尽
十
方
界
）
を

諸
法
実
相

と
し
て
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
山
河
・
天

地
・
日
月
風
雨
・
人
畜
草
木
（
尽
十
方
界
）
を

拈
優
曇
華

と
し
、

生
死
去
来
も
、
は
な
の
光
明

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
も
前
の

説
示
と
全
く
同
じ
主
旨
（
諸
法
実
相
）
を
述
べ
て
い
る
。

六

生
死
は
仏
道
の
行
履
、
仏
家
の
調
度

唐
代
の
有
名
な
詩
人
白
居
易
（
楽
天
）
と
鳥

道
林
と
の
道
交
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
あ
る
。
そ
の
中
で
白
居
易
が
質
問
し
た

仏
法
の

大
意

に
対
し
、
道
林
は

七
仏
通
誡

を
示
し
た
と
こ
ろ
、
白
居
易
が

そ
ん
な
こ
と
は
三
歳
の

児
で
も
い
え
る

と
い
っ
た
の

に
対
し
、
道
林
は

三
歳
の

児
が
い
え
て
も
八
十
歳
の
老
翁
で
も
行
え
な
い

（

景
徳
伝
燈
録

巻
四
）
と
答
え
た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
道
元
は
、

生
を
あ
き
ら
め
、
死
を
あ
き
ら
む
る
は
、
仏
家
一
大
事
の
因
縁
な
り

と
示
し
て
い
る
。
過
去
世
の
諸
仏

が
示
し
て
き
た

七
仏
通
誡

の
解
明
と
同
じ
く
、
こ
の

生
死
去
来

の
中
に
い
る
わ
れ

真
実
（
人
）
体

を
正
し
く
自
覚
し
、

釈
尊
の
教
え
を
果
た
し
、
生
と
死
の
あ
り
か
た
を
追
求
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
一
大
事
で
あ
り
、
大
因
縁
で
あ
る
（〔
延
応
二
年
（
一
二
四

〇
）
庚
子
月
夕
、
示
衆
〕

眼
蔵

諸
悪
莫
作
、

全
集

１
｜

）、
と
い
う
の
で
あ
る
。

悟
克
勤
が

生
死
去
来
、
真
実
人
体

（
前
出
）
と
い
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の

真
実
体

を
明
ら
か
に
す
る
と
釈
尊

の
教
え
の
功
徳
が
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
一
大
事
で
あ
り
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
三
歳
の

児
の
お
こ
な
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

も
大
因
縁
な
の
で
あ
る
（
同
右
）。

前
述
の
ご
と
く

四
生
（
卵
胎
湿
化
）

に
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
生
が
あ
り
死
の
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
、
死
だ
け
伝
え
ら
れ
生
が

な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
生
だ
け
、
死
だ
け
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
か
な
ら
ず
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
わ
ず
か
に

生
が
な
い
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と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
身
心
へ
の
工
夫
参
学
（
究
明
）
を
差
し
控
え
る
の
は
、
愚
鈍
の
最
た
る
も
の
で
あ

る
（〔
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
十
月
中
旬
、
記
〕

眼
蔵

行
仏
威
儀
、

全
集

１
｜
64
）、
と
い
う
。

ま
た
生
死
は
、
仏
道
の
行
履
（
日
常
行
為
そ
の
も
の
）
で
あ
り
、
ま
た
仏
家
の
調
度
（
道
具
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
使
う
と
必
ず
用
を
な
し
、

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
必
ず
敏
（
さ
と
）
く
な
る
。
諸
仏
は
、
そ
の
道
理
を
心
得
、
用
法
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
死
の
際

（
き
わ
）
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
だ
れ
が
そ
な
た
を

そ
な
た

と
言
い
、

生
死
に
通
達
し
た
人

と
言
お
う
か
。
し
た
が
っ
て
生

死
に
沈
ん
で
い
る
と
言
っ
た
り
、
生
死
の
な
か
に
い
る
と

え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
生
死
は
生
死
と
信
じ
て
も
な
ら
な
い
、
理
解
し
な

い
ま
ま
に
し
て
も
な
ら
な
い
、
知
ら
な
い
ま
ま
に
し
て
も
い
け
な
い
（
同
右
）。

生
死
に
通
達
す
る
大
道
に
つ
い
て
、
豁
然
大
悟
し
た
人
に
よ
り
古
く
か
ら
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

大
聖
は
生
死
を
心
に
ま
か

す
、
生
死
を
身
に
ま
か
す
、
生
死
を
道
に
ま
か
す
、
生
死
を
生
死
に
ま
か
す

と
。
こ
の
宗
旨
を
現
わ
す
の
は
、
古
（
い
に
し
え
）
と
か

今
の
時
で
は
な
い
。
行
仏
（
行
そ
の
も
の
が
仏
に
適
っ
て
い
る
）
の
威
儀
（
行
住
坐
臥
が
作
法
に
適
っ
て
い
る
）
が
即
応
す
る
と
、
忽
然
と
し

て
行
じ
尽
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
の
行
持
が
道
環
（
始
終
も
な
く
め
ぐ
り
）
し
て
い
る
生
死
を
身
心
（
わ
れ
）

と
す
る
仏
法
の
宗
旨
を
す
ぐ
に
納
得
し
肯
定
す
る
の
で
あ
る
（
同
右
１
｜
67
）、
と
い
う
。

そ
の
工
夫
は
、
生
と
は
な
に
か
、
死
と
は
な
に
か
、
身
心
と
は
な
に
か
、
与
奪
と
は
な
に
か
、
任
運
（
ま
か
せ
る
）
と
は
な
に
か
、（
中

略
）
等
々
を
つ
ぶ
さ
に
点
検
し
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
（
同
右
１
｜
68
）。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
の
為
に
す
る
か
、
身
の
為
に
す
る
か
、
と
の
消
息
（
あ
り
よ
う
）
は
、
た
だ
心
に
ま
か
せ
る
。
生
を
脱
け
出
し
、

死
を
脱
け
出
す
威
儀
（
ふ
る
ま
い
）
も
、
仏
に
ま
か
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、

万
法
唯
心
、
三
界
唯
心

と
い
う
こ
と
が

体
得
で
き
る
（
同
右
）
と
い
う
。
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先
に

道
に
達
す
る
人
は
生
死
を
心
に
ま
か
す

と
い
う
。
さ
ら
に
同
じ
く

我
が
身
と
云
こ
と
を
も
知
り
、
我
身
の
あ
ら
ゆ
る
威
儀

を
も
、
あ
き
ら
め
な
ら
ふ
な
り
。
こ
れ
を
な
ら
ふ
に
、
生
と
い
ひ
、
死
と
い
ふ
こ
と
の
あ
り
や
う
を
も
、
あ
き
ら
む
る
也

（
前
出
）
と

あ
る
。
こ
れ
ら
は

こ
の
生
し
り
が
た
し
、
生
か
、
生
に
あ
ら
ざ
る
か
、
老
か
、
老
に
あ
ら
ざ
る
か
。
四
見
す
で
に
お
な
じ
か
ら
ず
、
諸

類
の
見
お
な
じ
か
ら
ず
。
た
だ
志
気
を
専
修
に
し
て
、

道
功
夫
す
べ
き
な
り

（〔
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
四
月
五
日
、
書
〕

眼
蔵

仏
祖

行
持
（
上
）、

全
集

１
｜

〜

）
と
呼
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に

行
持

巻
の
末
尾
文
の
意
味
を
要
約
し
て
み
よ

う
。人

間
の
一
生
は
、
い
く
ば
く
も
な
い
。
仏
祖
の
語
句
の
わ
ず
か
二
三
句
で
も
、
仏
祖
の
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
仏
祖
そ
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
仏
祖
は
身
心
如
一
で
あ
り
、
仏
祖
の
あ
た
た
か
な
身
心
で
あ
る
。
そ
の
語
句
を
学
び
会
得
す
る
と
き
、
仏
祖
の
語
句
を
わ
が
身

心
と
し
て
重
な
っ
て
く
る
。
そ
の
時
ま
さ
し
く
仏
と
な
り
祖
と
な
り
、
さ
ら
に
仏
を
こ
え
祖
を
こ
え
る
の
で
あ
る
（
同
右
１
｜

）、
と
い

う
。

七

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

悟
の
語

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

と
集
約
語

全
機

は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に

眼
蔵

中
、

全
機

巻
の
文
中
に

あ
っ
た
。
こ
の
巻
は
、

生
死

巻
と
並
び
、

生
死

を
主
題
に
し
て
説
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
書
の
内
容
は
、
冒
頭
の
文
節

諸
仏
の
大
道
、
そ
の
究
尽
す
る
と
こ
ろ
、
透
脱
な
り
、
現
成
な
り

と
い
う
箇
所
に
込
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
と
り
の
風
光
が

透
脱

（
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
姿
が
、
ど
こ
ま
で
も
透
き
と
お
り
、
明
ら
か
に
脱
却
）
し
て
ひ
ろ
が
り
、

現
成

（
そ
の
真
実
の
姿
が
目
の
前
に
現
れ
て
い
る
）
し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
そ
の

透
脱

の
種
々
相
の
ひ
と
つ
と
し
て

生
死

の
あ
り
よ
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う
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（
主
意
）。

生
も
生
と
し
て
透
脱
し
、
死
も
死
と
し
て
透
脱
し
て
い
る
（
生
と
死
の
い
ず
れ
も
そ
れ
自
体
が
あ
き
ら
か
）。
生
死
を
出
る
こ
と
も
、
生
死

に
入
る
こ
と
も
自
由
自
在
で
あ
り
、
と
も
に
大
道
を
究
め
尽
く
し
て
い
る
。
ま
た
生
死
を
捨
て
る
こ
と
も
、
生
死
を
度
（
わ
た
）
る
こ
と

も
、
同
じ
く
大
道
を
究
め
尽
く
し
て
い
る
。
現
成
も
生
で
あ
り
、
生
も
現
成
で
あ
る
。
そ
の
現
成
の
と
き
、
生
の
全
現
成
で
な
い
も
の
は

な
い
し
、
死
の
全
現
成
で
な
い
も
の
も
な
い
。
生
死
の
す
べ
て
が
真
実
で
あ
る
（〔
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
十
二
月
十
七
日
、
在
雍
州
六
波

羅
蜜
寺
側
前
雲
州
刺
幕
下
、
示
衆
〕

眼
蔵

全
機
、

全
集

１
｜

）。

そ
の
機
関
（
し
く
み
・
働
き
）
は
、
生
と
死
の
あ
り
か
た
が
、
生
と
死
の
そ
れ
自
身
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
し
く
み
が
実
現
す
る
と
き

に
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
大
で
も
な
く
小
で
も
な
い
、
世
界
に
全
体
で
も
な
く
限
ら
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
長
遠
（
な
が
く
）
も
な
く
、

短
促
（
み
じ
か
）
く
も
な
い
。
い
ま
い
う
生
と
し
く
み
と
の
関
係
は
、
互
い
に
相
即
の
関
係
に
あ
り
、
別
も
の
で
は
な
い
（
同
右
）。

ま
た
生
は
来
（
く
る
）
で
も
な
く
去
（
さ
る
）
で
も
な
く
、
生
は
現
（
あ
ら
わ
れ
る
）
で
も
な
く
成
（
な
る
）
で
も
な
い
。
し
か
し
、
生

は
全
機
現
（
す
べ
て
実
現
し
て
い
る
）
で
あ
り
、
死
も
全
機
現
で
あ
る
。
自
己
に
は
無
量
の
法
（
真
実
）
の
な
か
に
、
こ
の
生
が
あ
り
、
死

が
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

静
か
に

え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
の
生
、
お
よ
び
生
と
同
じ
く
生
ず
る
多
く
の
も
の
ご
と
は
、
生
と
同
じ
も
の
な
の
か
、
別
の
も
の

な
の
か
。
そ
れ
ら
は
、
一
事
・
一
法
（
い
か
な
る
こ
と
も
、
い
か
な
る
も
の
も
）、
生
と
同
じ
も
の
は
な
く
、
一
事
・
一
法
と
し
て
生
と
別

な
も
の
は
な
い
（
同
右
１
｜

〜

）。
生
は
生
と
し
て
絶
対
、
死
は
死
と
し
て
絶
対
、
他
に
変
わ
り
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
生
の
あ
り
か
た
を
例
え
る
と
、
人
が
船
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、
自
分
が
帆
を
使
い
、
舵
を
と
り
、
自

分
が
棹
を
さ
し
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
が
、
実
際
は
船
が
自
分
を
乗
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
船
の
他
に
自
分
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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ま
た
自
分
が
船
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
舟
を
船
た
ら
し
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
（
同
右
１
｜

）。

次
に

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現

の
参
究
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

生
也
全
機
現

の
道
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
始
終
に
関
わ
ら

ず
、
尽
大
地
・
尽
虚
空
（
全
宇
宙
）
で
あ
っ
て
、

生
也
全
機
現

と
互
い
に
礙
（
さ
ま
た
）
げ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

死
也
全
機
現

を
も
礙
げ
な
い
こ
と
と
、
尽
大
地
・
尽
虚
空
と

生
也
全
機
現

お
よ
び

死
也
全
機
現

は
、
相
互
に
礙
げ
な
い
あ
り
方
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
理
由
で
、
生
は
死
を
礙
げ
な
い
し
、
死
は
生
を
礙
げ
な
い
。
ま
た
尽
大
地
・
尽
虚
空
に
も
、
と
も
に
生
と
死
が
あ
る
。
大
自
然
に
生

と
死
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
ひ
と
つ
の
尽
大
地
、
ひ
と
つ
の
尽
虚
空
が
生
に
も
死
に
も
全
機
す
る
の
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
（
お
な
じ
）

で
は
な
い
が
、
異
な
る
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
異
な
る
も
の
で
は
な
い
が
即
（
お
な
じ
）
で
も
な
い
。
即
で
は
な
い
が
多
（
お
お
い
）
で

も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
生
に
も
全
機
現
に
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
死
に
も
全
機
現
に
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
さ
ら
に
生
で
も
な
く
死
で
も
な

い
も
の
に
も
全
機
現
が
あ
り
、
全
機
現
に
も
生
が
あ
り
、
死
が
あ
る
（
同
右
１
｜

〜

）
と
い
う
。

尽
大
地
・
尽
虚
空
（
全
宇
宙
・
大
自
然
）
の
中
に
、
生
と
死
と
い
う
絶
対
的
な

い
の
ち

（
仏
性
）
が
あ
り
、
そ
の
生
と
死
が
繰
り
返

し
、
そ
し
て
躍
動
し
て
い
る
こ
と
を
高
ら
か
に
謳
い
上
げ
、
全
肯
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

八

生
死
は
仏
の
御
い
の
ち

父
幼
老
卵
（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
五
）
撰

正
法
眼
蔵
那
一
宝

所
収
の

生
死

巻
冒
頭
に
次
の
文
が
あ
る
。

大
梅
常
禅
師
、
因
夾

山
與
定
山
同
行
、
言
話
次
、
定
山
云
、
生
死
中
無
佛
、
即
無
生
死
。
夾
山
云
、
生
死
中
有
佛
、
不
迷
生
死
。（
以
下
略
）
。
こ
れ
は

聯
灯

会
要

巻
四
と

宗
門
統
要
集

巻
四
の

大
梅
章

の
合

文
と
さ
れ
る
。

こ
の
文
の
後
半
部
分
を
読
下
す
と

生
死
の
中
に
仏
な
け
れ
ば
、
生
死
な
し
。
又
云
く
、生
死
の
中
に
仏
あ
れ
ば
、生
死
に
ま
ど
は
ず
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と
な
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
、

生
死
の
中
に
仏
あ
れ
ば
、
生
死
な
し
。
又
云
く
、
生
死
の
中
に
仏
な
け
れ
ば
、
生
死
に
ま
ど
は
ず

（〔
撰
述
年
月
不
明

眼
蔵

生
死
〕、

全
集

２
｜

）
と
転
換
し
、
意
味
を
深
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

生
死

巻
で
は
、

生
死

が

仏

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が

生
死
即
涅
槃

と
心
得
て

生
死

を
厭
い
嫌
っ
た
り
、

涅
槃

を
願
い
求
め
た
り
し
な
い
こ
と
、
そ
の
時
に

生
死
（
流
転
）

を
離
れ
る
（
解
脱
）
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

い

た
づ
ら
に
生
を
愛
す
る
こ
と
な
か
れ
、
み
だ
り
に
死
を
恐
怖
す
る
事
な
か
れ
、
す
で
に
仏
性
の
処
在
な
り

（
前
出

眼
蔵

仏
性
）
の
言

に
通
ず
る
。

次
に
生
と
死
の
独
自
性
・
絶
対
性
を
述
べ
る
。
生
は
生
だ
け
、
死
は
死
だ
け
の
こ
と
、
生
と
死
の
全
分
（
不
生
・
不
死
）
と
し
て
、

生

き
た
ら
ば
た
だ
こ
れ
生
、
滅
（
死
）
来
た
ら
ば
こ
れ
滅
（
死
）
に
む
か
ひ
て
、
つ
か
ふ
べ
し
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
、
ね
が
ふ
こ
と
な
か

れ

と
述
べ
、
こ
の
生
死
を

仏
の
御
い
の
ち

と
受
け
止
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

生

に
ま
か
せ
、

死

に
ま
か
す
こ
と
が

仏

の
心
に
入
る
こ
と
に
な
る
（
同
右
２
｜

〜

）
と
い
う
。
こ
の
生
死
を

仏
の
御
い
の
ち

と
す
る
こ
と
が
、
こ
の
巻
の
肝
要
の
と
こ

ろ
で
あ
る
。

大
聖
は
生
死
を
心
に
ま
か
す
。（
中
略
）
生
死
を
生
死
に
ま
か
す

（
前
出

眼
蔵

行
仏
威
儀
）、

道
に
達
す
る
人
は
生
死

を
心
に
ま
か
す

（
前
出

眼
蔵

仏
向
上
事
）
等
の
語
句
も
想
起
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
こ
こ
に
収
斂
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

さ
ら
に

た
だ
、
わ
が
身
を
も
心
を
も
は
な
ち
わ
す
れ
て
、
仏
の
い
へ
に
な
げ
い
れ
て
、
仏
の
か
た
よ
り
お
こ
な
は
れ
て
、
こ
れ
に
し

た
が
ひ
も
て
ゆ
く
と
き
、
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
、
こ
こ
ろ
を
も
つ
ひ
や
さ
ず
し
て
、
生
死
を
は
な
れ
、
仏
と
な
る
。
（
同
右
２
｜

）
に

連
動
し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
浄
土
信
仰
・
他
力
本
願
的
な
文
節
で
あ
る
が
、
前
掲
の

生
死
を
生
死
に
ま
か
す

と
い
う
限
定
さ
れ
た

文
脈
の
中
で
そ
の
意
味
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

仏

と
な
る
早
道
と
し
て
、
諸
悪
を
な
さ
ず
、
生
死
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
利
他
（
同
悲
）
の
心
を
持
ち
、
な
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に
ご
と
に
も
無
我
無
心
（
空
）
に
徹
す
る
こ
と
が
仏
で
あ
る
（
同
右
）
と
述
べ
る
。
た
や
す
い
よ
う
で
実
際
は
む
ず
か
し
い
が
、
一
般
の

人
び
と
に
は
わ
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

九

道
元
最
後
の
説
法

八
大
人
覚

と
遺

道
元
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
夏
頃
よ
り

微
疾

が
あ
り
、
体
調
を
崩
さ
れ
た
様
子
で
あ
る
。

眼
蔵

八
大
人
覚

〔
建

長
五
年
（
一
二
五
三
）
正
月
六
日
、
書
永
平
寺
〕
は
、
釈
尊
の
最
後
の
教
悔
に
倣
い

遺
教
経

の
一
節

八
大
人
覚

を
門
下
の
人
び

と
に
示
誡
と
し
て
病
床
に
て
草
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
る
。
そ
の
文
中
、

い
ま
習
学
し
て
生
生
に
増
長
し
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
に
い
た

り
、
衆
生
の
た
め
に
こ
れ
を
と
か
む
こ
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
ひ
と
し
く
し
て
、
こ
と
な
る
こ
と
な
か
ら
む

の

生
生
に
増
長
し

の
意

味
を
若
干

慮
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は

す
で
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
が
ご
と
き
は
、
生
生
世
世
、
在
在
處
處
に
増
長
し
、
か
な
ら
ず
積

功
累
徳
し
、
阿

多
羅
三

三
菩
提
を
成
就
す
る
な
り

（

眼
蔵

帰
依
三
宝

）
や

最
勝
の
善
身
を
い
た
づ
ら
に
し
て
、
露
命
を
無

常
の
か
ぜ
に
ま
か
す
る
こ
と
な
か
れ
。
出
家
の
生
生
を
か
さ
ね
ば
、
積
功
累
徳
な
ら
ん

（

眼
蔵

出
家
功
徳

）
等
と
同
主
旨
で
あ
る
。

さ
ら
に
無
上
菩
提
の
成
就
を
め
ざ
し
、
生
前
の
出
家
修
行
は
も
ち
ろ
ん
、

死
後
に
も
・
黄
泉
に
て
も

永
遠
に
修
行
を
続
け
て
い
こ
う
、

と
の
心
情
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
元
は
、
建
長
五
年
八
月
二
十
八
日
、
京
高
辻
西
洞
院
覚
念
邸
に
て
遷
化
し
、
次
の

遺

を
残
し
た
と
伝
え
る
。

五
十
四
年
、
照
第
一
天
、
打
箇

跳
、

破
大
千
、

、
渾
身
無
處

、
活
陥
黄
泉

こ
れ
は
道
元
の
本
師
如
浄
禅
師
の
そ
れ
と
呼
応
す
る
。
こ
れ
を
意
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

五
十
四
年
の
生
涯
に
お
い
て
、
真
理
た
る
第
一
天
（＝

仏
法
・
涅
槃
）
を
標

（
説
示
）
照
破
し
て
き
た
。
今
や
そ
れ
（
生
死
）
を
打
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ち
す
え
と
び
越
え
、
ま
た
三
千
大
千
世
界
（
尽
十
方
界
・
宇
宙
）
を
も
か
す
め
破
っ
て
き
た
。
臨
終
に
あ
た
り
何
も
求
め
る
こ
と
な
く
、

こ
の
ま
ま
に
黄
泉
（
よ
み
じ
）
へ
陥
ち
て
い
こ
う

と
。
こ
の
よ
う
に
道
元
は
、
淡
々
と

透
脱

の
境
地
が
語
ら
れ
て
い
る
。

お

わ

り

に

道
元
は
、

観
無
常
心

よ
り
発
心
出
家
し
、
利
他
行
へ
向
か
っ
た
。
無
常
（
生
死
去
来
）
な
る
も
の
・
無
常
な
る
と
き
の
す
べ
て
（
山

川
大
地
・
尽
十
方
界
・
諸
法
）
が

仏
性

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を

尽
十
方
界
、
真
実
人
体

と
も
い
う
。
ま
た
生
死
（
無
常
）
を

仏

の
御
い
の
ち

と
し
て
い
る
。

大
聖
（
釈
尊
）
が

生
死

を
解
脱
し
た
よ
う
に
吾
人
に
も

生
死
を
透
脱
す
る
こ
と

生
を
あ
き
ら
め
、
死
を
あ
き
ら
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
め

生
死
を
心
に
ま
か
す

生
死
を
生
死
に
ま
か
す

こ
と
、
そ
れ
が

脱
生
脱
死
の
威
儀

で
あ
っ
た

こ
と
も
判
明
し
た
。
図
式
的
に
諸
法＝

無
常＝
仏
性＝

心
と
な
る
。

生
死
即
涅
槃

も
同
じ
く
、
と
か
く
生
を
愛
し
死
を
嫌
い
、
涅
槃

を
求
め
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の

生
死

は

仏
家
一
大
事
の
因
縁

で
あ
り
、
ま
た

仏
道
の
行
履
・
仏
家
の
調
度

す
な
わ
ち
仏
道

修
行
と
し
て
必
要
不
可
分
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
死
者
が
増
加
し
、
脳
死
と
臓
器
移
植
等
の
問
題
が
種
々
論
議
さ
れ
て
い
る
今
日
、

生

と

死

を
共
に
か
け
が
え
の
な
い

仏

の
御
い
の
ち

と
受
け
止
め
る
こ
と
（
生
也
全
機
現
・
死
也
全
機
現
）
の
大
切
さ
が
強
く
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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